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　　Wordsw◎rth，　it　is　said，　was　a　poet　of　sotitude．王n　fact　he　wrote　so　nluch　by乏md　abou£
it，　and　this　quallficat’ios．i　mEly錘ve　rise　to　the　easy　asstimption，　for　examPle，　tha亡he　pre－
ferred　being玉eR　alone　to　bei裏lg　in　compa脆y，　or　that　he　was　of　a　co韮itemplative　na樵re．　As
iもhapPe員s，　this　was　by　a鍛d　large　the　case　with　hin｝．　However　the　tru£h　is，　as王shall　try
to　demonstra毛e　it　l韮賞he　followin，g　essay，　that‘soli撫de’had　far　mOre　vitai　bearings　！ipon
the　grOwtl｝Of　the　POet’S恥lnd　in　teri／ps　of　its　imaginatiVe　factilty．　BUt　then，‘SOIitucl．e’iS
eSsentially　a　conditlon　detet’mined，　i｛i　both　the　mental　ancl　the　1，hysical　Se［隻Ses　Of£he　wGrd，
by　its　Inanifold　re玉atlons　to　‘collユlnullitゾ．　　I　shall　tlierefore　£ake　into　c◎nsideration　some
features　Qf　the　poet’s　biographical　life，　as　well　as　the　subtle　worki賑gs　of　‘solltude’uPon　tlae
lnner　processes　of　the　creating　m勧d，　i　1’10rder　t◎（lisclose　it　iR　a1三the　important　aspects
of　its　invelvement　i職宅he　poeゼs　li£e　as　a　whole．　From　this　point　of　vle、v，　I　shall　draw
inainly　oll　The　Prettide，　his　1◎ngest　poelコa，　for　the　suPpor亡　of　rny　argu夏11eBt：，　because，　bu三1t
substa醐ally　on　a轍“ain　of　those　vis1011a1“y　moments　ln　h1s　ealier　years　whlch　he　i’ecalls　as
匪℃presenting　wha毛1s　of　the　greatest　slgiiificance　to　his　inner　self，　it　provides　rich　resources
Qf　evideiice　by　which　to　examine　the　app託芝re韮itly　l韮idispensabl．e　1・ole　played　by‘solitude’
as　it　acts　on　the　who玉e　spiritua員lfe　of　t穀e　poet；and　lt　is　hard玉y　necessary　to　add　that　in
so　dolng更shalh爾efeま槽als◎to　o’ther　cloctin’ient／s　inclucl三ng　h；s　other　works．
　　イギリス文学史上でのraマン主義の最初の道標と鶏される1．yricat　Battads（1798）で，
Wordsworthがその誉名な「序文」（み8ルαウにおいて承している輩新的なもののψ心はいう迄
もなく旺｛舎のSミ多畏の封評習と憲穿鱗箋の璽視である。　この宣謬穿はそ渚τ迄の翔～会白勺渉L繕芝を毯｛ぶ文雪綱宥桝夏や
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趣昧にとっては一大衝撃となったわけであるが，この～見したところの文学的ないし言語的民主
主義は実はWordsworthの内面との関わりにおいては単純に理解し得ない曲折を孕んでいるの
である。
Wordsworthはいゆる隠遁者ではなかったが，そうかといって庶民的と称される入柄が普通そ
なえている話し好きであるとか気さくであるとかという人物でもなかった。貧しい民衆や浮浪者
　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　
を好んで詩の題材に取り上げたこの詩入は，しかしながら，その出身地でありまた生涯の大部分
を送った湖水地方（the　Lake　Distric⇒の民衆と気易くつき・合ったということはできないであろう。
晩年を送ったRydal　Mountの村で子供達を蒔々お茶に据待するといった親しみを示すことはあ
ったが，それは上品で情深い紳士として地域の人々に印象付けられていたということ以土のもの
ではない。それは，すぐ北の英・スコットランド国境（B◎rder）の向う側の詩人でW◎rdsworth
自身も近親感を懐いていたBumsや，　LツriCal　BatLaCISの共著のパートナーであるColeridgeの
のらくら息子Hartleyのように土地の入々に身近な存在として愛されていたのとは対照的でさえ
●　　　●　　　o　　　●
ある。独り散策しながら時折詩旬を幅き曝き翻作したと記録されまた近所の人にも知られていた
という彼のこの習癖は，彼の詩作への没頭振りと共に地域社会からの疎遠ぶりを物語っていよう。
　詩作とは本来的に孤独な作業であるに違いないが，それでも‘ballad’の作者は民誕の伝承や翻
分の作晶の受け取り手としての民衆との連がりを持ち得るものである。事実Wordswor重h自身も
このような‘ballad’詩人の幸運や地域の住民との友情に憧れていたことを推定させる証拠に欠け
てはいない。しかし結局はそうした墾みはかなえられなかったし，またその詩人としての一一・ma的
人気もこのL＞lricaL　Battadsや9年後のPoems　in　TWO　Votumes畠版の際にもそれ程のものとほ
ならず，そのため彼は文学界や文学大衆の愚劣さと見栄っ張り加減の前に自分の方から心を閉し
勝ちになることさえもあった。しかしまた，この北辺のWestmorelandの地方人として，大学教
育以外は地方の学校で学び薄ったこともあって，彼が北部イングランドの地方文化に強い愛着心
を持っていたのも事実である。例えばBorderの両鮒の詩入で先に挙げたBumsとCtimberland
の地方詩人Robert　Andersonなどに対するひいき振りを見てもそれが解る。この事実はさらに
Moormanによれば，（i）Oxford大学から名誉号を授与された聴その記念講演者が，貧しい者の
風俗や僑仰を単に善の光の下にぱかりか天国的光の下にもおいた，とその詩の民衆性に触れた程
の共感を人々に感じさせていたという側薗にも覧られるのである。
　以上のようva　Wordsworthの中には一方において人を容易に近付けないような詩に対する孤高
な姿勢があるかと思うと，他方では貧しく騰しい民衆に対する暖い思いやりや共感が併存すると
いうパラドックスが藩取される。それは例えばThe　WaggonerやPeter　Beltにおけるように，
観照的ないしは内省的タイプの人間が自己抑制を知らない素朴な入間に対する心理的反応として
必ずしも理解できなくはないであろう。しかしその伝記的翻置1にも目を向けながら考えてみると，
折から進行申のフランス革命での生の体験を経て，いわゆる精神的危機に落ち入り，そこで人閥
社会からの孤絶の境を彷裡し，やがて妹Dorothyや友人C◎leridgeの励ましなどもあってこの
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青春の嵐から脱出しようとしていたWordsworthにとつて，　L＞，rical　Battads及びその詩論とし
てのPreSaceの持つ意昧が単なる創作技巧上の關題を超えているのは当然である。それを端酌に
指摘するならば，この危機の状態で一層拍車をかけられたであろう彼生来の極度な霞己中心主義
（egotism）から生じた自意識遍剰という内面の焦迫を畏衆のH常生活への興味を通して外へ解放
させた点にあるといえるであろう。
　Httmbie　and　rustic　life　was　generaily　choseR，　because，　IR　that　condition，　the　essentlal
passlons　of癒e　hear宅丘韮工d　a　better　soil　irk　which　they　call　attain£helr　maturity，　are　less
tender　res彦raint＿　　（イタ　リ 　ックレま筆者）
　欄舎の民衆の生活に取材する理由を痔蜘68で上のように述べるW◎rdswor毛hは，実は同鋳
に自分自身の精神病理の本質とそこからの脱出口を見ていたのであり，さらに彼の注意を惹きっ
けた素朴な人々に半ば羨望の目をも注いでいたのである。
　しかしPrefageの寛需にみられる民衆のB常生活へのこうした関心は，　W◎rdsworthの詩全体
からみるならば，いつ迄も支配的な要素とはなってはいないというのが事実なのである。そうし
てそのことは上に指摘したよような自己申心的な傾向のこの詩入にとってのLyricaL　Balladsの
持つ意味を考えるならば驚くに足らないのである。現にこのLyricat　Battαdと岡時併行して後
にThe　Pr蜘漉と呼ばれることになる詩人康身の心の霞叙伝の筆が進められつつあったのであ
る。またLyrical　Battads勲体も‘ballad’と称しながら，そこには例えば‘LuCy　Poems’と呼ば
れる一連の作品のように個入酌感情の極めて色濃い詩が少なくないのである。このことは，たと
えWordswor£hが民衆生活の平凡な事物を題材にするると宣言していても，それを見つめる霞
はあく迄孤独の意識を底に持つ強烈なエゴのものであることを示している。そうしてこの孤独の
目は一面においては外部世界を精細貧欲に捉えているかのように晃えるが，実は常に宙勢の内面，
詩入のいわゆる‘the　hiding　places　of　man’s　power’に立ち帰り，その働きの過程を執拗に見守
るのであり，そこにこの詩人の抜き難い生得の資質として‘egoisticai’と呼ばれる烙印が消し難
く押されているのである。
　後にL＞・ricaL　BatLadsに収められる‘Lucy　poems’は，人間存在の孤独の極限の相ともいうべ
き「死」と，そうしてその死が自分が愛する者に訪れた晴人はどのような精神的影響を受けるか
に関心を集中しており，その点にこの詩人の意識の著しい二薗牲が相互の関連の中に集約約に作
品化されているのが見受けられる。
Wordsworthの孤独の意識を精神史的観点から明らかにしたものとしてBasil　Wllleyの論
説程明確なものは少ないであろう。この論説に沿って要約すれば，DanteやMiltonはキリス
ト教という　「神話」　（mythology）の纂盤に立ってその作贔の有効性を保謹されているのに対
し，Wordsworthが生れ育った18批紀後半にはヨ～ロッパ，特にイギリスではこの神話としての
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キリスト教の衰退が進んでおり，それに油を注ぐようにフランス革命や産業革命という社会変動
が打ち続いた。
　Wor（1sw。rth　was　the　kiロd　of　poet　who　cO慮only　have　aPpeared　at　the　end　of亡he
eightee曲Ce航ury，　whe職myむho10gieS　were　explOded，　and　a　be蕪ef　in　the　vlsible　u鷺iverse
as£he　bocly　of　which　God　was　the　sou至alone　remained．王1震his　sense　his　belie£s　can　be
viewed　as　data　fumished£o　hl裏箕by　a繊d1tlon；in　this　sense　he，　as　well　as　Dante，　may
be　said　to　have　emPloyed　h1s　sensiblllty　wlthin　a　framework　of　received　be11efs．　Buセ
his　debt　to　traclition，　unlike　DaRte’s，　was　a　negative　one；he　owed£o　i宅his　cleprivation
of　my癒010gy，　his　a！one？ze∬戯オ1z　his　u〃ziVelAse．（2）　（第2のイタリックは筆者）
「紳話」がどのようなものであれ，人聞がそれに僑頼を寄せている隈りはわれわれを敵巻くこの
世界はその儒頼によって意味付けされ一っの価値体系を持った秩序ある世界として安倥し得る場
所であり，また従って入閥相互の間の心の交流も成立ち，そこから共同社会としての調和がもた
らされる。ヨー・11ッパの中世とはカトサシズムを根底に持つそのような社会が成熟したものでは
なかったか。しかしキリスト教の僑仰が揺いでいたWordsworthの精ネ｝｛形成期である18世紀の
末葉には最早や「神話」による現実世界の秩序付けや緬魑観の統一が不可能となった結果，詩入
たる者は宇憲や世界を語るに当っては何等の宗教的，哲学的仲介なしに，いわば慮分翻入の裸の
鼠で直鍍禽然と向き合わなければならなかった。そうしてそこから鰯人的な体験を通してそれを
燗人的意識のイメージとして世界像を打ち樹てることを迫られたのである。さらにWllleyは別
の箇所で，
　　＿it　was　inevita！｝le　that　when　a　major　poet　again　appeared　he　shot夏ld　be‘left　alone，
　seeking　the　visible　world．’
No　existing　mythology　coulcl　express　the‘real’，　as　the‘real’was　now　felt　to　be＿The
new　poet　must£here｛ore　e臨er　make　poetry　out　of　hls　direct　deallngs　of　h1s　mlnδand
heart　with伽vis三ble　u貸1verse，　or　he　mus£fabrlcate　a慕elユ伽e　new　mythology◎f　his　owB
④ot　necessarily　re　jecting’all　o垂d　materlal　ln　so　clolng）、　Keats　and　Shelley　ofte菰ユfollow　the
second　of£hese　methods；Wordsworth　typ；cally　foliows　the　first．（3）
‘Lucy　poem＄’の世界のような常に死と陶い合った底淋しさはこのように裸で宇闘に放り出され
叡らの足で一人歩きしている人間存在の慧識の孤独に源を持つものであろう。（’a’）G．1”lar｛maiiが
そのTlte　Unnted’iated　Visionとその後に続くWorclsworth論で示したように，1のような点に
おいてこの詩人はDan£e，　M｝ltonは云に及ばず，さらにDrydeRやPopeと一線を翻すと剛春に
Ye撮s，　Rllke，　Va1邑ry，　PrOUstなどの現代詩人や作家にも出発点を指し示したといえるであろう。
XVi｝leyが説くように，このようなWordswor亡hの孤独な魂は可視的な世界（visible　world）
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との直搬の触れ合いによって勲分の世界の鰯造に向ったのであるが，このようにして捉えた世界
像の意味付けは，Wordsworthの場金‘vision’を中核として構成されているのことがわかる。
この‘vision’をにi：核とした詩的創造の力はWordsworthの場合にも「想像力」として捉えられ
この想像力を「すべての知覚に統一を与えるカ」とみなすことではC◎1eridge（5）と嗣じ立場で
あるが，Wordswor｛hはそこから進んで，彼がいう‘the　llght　of　sense’の彼方に‘t　nl〈nown
modes　of　being’を感得し，それを通してこの葛視の世界に統一が与えられると考える。こうし
た働きを持つ想像力が最高に発揮されて捉える意味深い創造世界としての‘vision’は，特にThe
／）i・eludeにおいてWordsworthにより‘sP◎t　of　time’と名付けられ㈲，それの連鎖がこの長
大な心の自叙伝の構成原理をなしているのである。それらの場厩で展開される‘vision’の世界は
W。rdsworthが一貫して慮己の精神約成長との関わりで如何に重大な体験であるかを語るため
の中心的役劇りを果しているものである。
　この‘spot　of　time’は，発方にょればこの長篇詩においてばかりか，他の作品にも相当数認め
られるものであるが，ここでは先ずWordsworth霞身が薩接その名の下に敢り上げている二つ
の出来事を中心に考察を進めよう。
　その’es　一一のものはBook　XIに現われるもので，　国境（Border）近くののろし台のある源野
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎　　e　　9
で，　昔罪人が処刑された鋤の残され場所に迷い込んだ時の恐怖の体験であり，第二のものは，
Hawksheadのグラマースクールの生徒時代，クリスマス休暇に帰郷しようとして迎えの馬を待
つ場爾である。この両者に共通的なものとして注目されるのは，Wordsworth少年とその時の彼
の感情体験の舞台となる自然界の物象が共に「孤独」な状態におかれていることである。即ち6
才のWillianwg．道案内役の召使いからいつの闘にかはぐれて独りぽっちになるのであり，後者の
場諏でも，連れ立っている兄から独り離れて孤岩の上から眼前の風景に見入っている。さらに詳
しく箆ると，その背景としての自然には，前考ではその周囲に草木のない池（naked　pool）や国境
警備嗣ののろし台（beacon）や頭に水がめをのせその衣服が風に吹きつけられる一人の少女（a
　　　　　　の　　り　　　
girl　who　bore　a　pltcher　Qn　her　head）ヵ導，後潜では，一匹の羊や吹き曝された一本のさんざし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　o　　o　　e
の木や石壇が見られる。　このような特徴ある共通性は‘spot　of　time’に準じるとみなし得る場1面
にも大かれ少なかれ通じる。例えば湖上でのスケート遊び（Book　Dではやはり仲聞から抜け出
して崖の孤影を印象深げに眺めたり，除隊兵士との月夜の田舎道での選遮の場面（Book　IV）で
は詩人も兵士も最初から一人である。しかしその一燭極立った例は麺adonの街頭で薫乞食を霞
墜する場爾（Book　V至1）であろう。詩人は街の群衆には入閥的興味や親密な理解を振否されたか
のように感じる（lost／Amld　the　mov］tng　pageant）が，乞食でしかも欝欝というきびしい孤独
に包まれる一入の人間が繕に入った瞬間電気にでも打たれたかのように一つの啓承を受けるので
ある。実際Bradleyが云うように，もし兵士が～人でなければ少年Wordswor｛hに‘vls1onary
power’を喚起しなかったであろうし，帰郷の馬を待つこの生徒が傍に一涯の羊と一本の吹き曝さ
れた樹木以上のものが辺りに存在していたならその時「霧はあのような疑いない鮮やかな形をと
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って道をこちらえやって来る」ことはなかったであろう。（7）このようにWordswor£hにあって
は，想像力は孤独なものの発見によって喚起されること轍明瞭である。孤独な存在は彼の心を通
して一個の霊的存在と化してしまうかのようである。彼があるものに「孤独」の名を冠すること
は即ちわれわれが無限に通じるかのような荘重な展望の世界に誘い入れられることである。さら
にこれらの場爾でもう一つ共通的なのは，少年Will｛amとその意識の対象としての孤独な人物
や霞然の物象を中心に拡がる世界が，物凄さや萢涼感（dreariness）を欝びており，しかもある
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎　　●　　e
霊性の光を放つリァリティを湛えていることであろう。
　上に略述した第一，第二の‘spot　of　time’がWordsworthの過去からの想起によって‘vlslon’
として意味を持つのは，先に触れたフランスから帰国後の数年を特徴付ける想像力の癖輝硬直と
自己分裂的な道徳的荒晦から詩人を解き放つきっかけとなったことにある。即ちこのような精神
状態の中で，過去の幼少年期を振り返った時，上の二つの事件を体験したその時期の旺盛な想像
力が既に，現在の自分が痛切に味わっている精神的荒廃に似た何物かを想像によって‘V三sion’とし
て知っていたことに思い翌ったのである。子供時代に周囲の愛情と美しい自然の懐に抱かれて養
われた想像力の故に，フランス革命の恐怖政治で知った人間社会の悪や苦しみの大きさに打ちの
めされたがための入聞不僑が詩人をそれだけ激しい自己分裂的危機に曝したのであったが，これ
らの‘spot◎f　tirne’の瞬闇味わった恐怖と荒涼の心象をなお‘vision’として捉え得・たようなたく
ましい想像力を持った自己が過去に葎在していたとの自己認識は詩人に自分の能カへの信頼を敢
り戻させることになった。即ちこれら二つの事件はそれらが想起されることによって露己にとっ
ての‘renovating　virtue’であることを知ったのである。この「力」ほそれぞれについて，
　　And　think　ye　not　with　radlance　more　divine
　　From　these　remembrances，　and　from　the　power
　　They　left　belaind　？So　feeling　comes　in　aid
　　Of　feeliRg，　and　diversity　of　strength
Atte貸dS　LIs，　if　bttt　once　w召　have　been　strong．（s）
All　these　were　spectacles　and　souncis　to　which
Ioften　would　repair，　and　thence　w・uld　drinfe，
As　atαfOZtntain；＿（9） （イタリックは奎葎煮）
と語られる。
W◎tdsworthは実はこの詩行に語られているように「一一一度」だけではなく「二度」も，いや考
え方によれば幾度も「強かった」わけであるが，その強い想像力が作網したのは，第二の‘spot
of　tlme’にっいては明かに父の死後孤独感が一段と高まった隣点においてであり，むしろ原体験
は父の死がなければそのまま消失してしまっていたとも思われるのである。従ってこの事件は厳
密には原体験の段階からこのThe　Prehtdeでの記録の段階までに詩人の内部の激しい孤独を経
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るという三段階により成り立ったものといえる。これに対して’ag－一“の事件では，その原体験での
感情はこれまた死と結びついているが，それが，
　　　　　　　　　　　　　1宅was，　in　t猟th，
An　ordinarツsight；but　I　should　need
Colours　and　wor（ls　that　are　unk臓own　t◎man，
To　paiRも　the　visl◎nary　dreariness
Which，　while　Uooked　all　roumd　for　my　lost　gulde，
D1d　at彦hat　time　invest　£he　naked　pool，
The　beacon　o償he　lonely　e恥inence，
The　womall　al｝d　her　garments　vexed　and　tossed
By　the　s£rOng　wind．（！o） （イタリックは筆者）
と語られていることから，既に漂体験において‘vision’が体験され，その後時間的距りをおいて
記録の時点に想起されていると推定される。これらの‘spot　of　time’に準じる多くの他の体験も
この第一の事件と岡じこ二段購の成立過程を示しているものが殆んどであるが，とりわけこの二つ
が詩人の危機の時期に意味を持っのは，‘vislon’が「死」という孤独の極限状態を契機としてい
ることと，それがこの｝i糊の強い孤立感の中のWordsworthによって想起されたことにある。つ
まり詩人の現在の孤独が過芸の孤独の体験を呼び起したのである。この蒋期のWordsworthは
確かにColeridgeや妹Dorothyの献身的な友情や励ましに感謝していたに違いないが，詩人に
とっての真実の救いは孤独の中に生きる想像力の活動にしかなかったのである。
Here　keepeSt　thOU　i71　singgeness　thy　State：
No　other　can　divlde　with　thee℃his　work：
NO　SecOndary　hand　Can　interVene
To　fεしshion　this　abllity；’tis　thi鍛e，
The　prime　and　vi宅al　principle　ls　thine
In　the　recesses　of　thy臓ature，　far
From　any　reach　of　outward　fellowship，
Else　is　not　毛hine　at　al1．（11） （イタリックは筆者）
　これらの詩行は明かにWordsworthにとっての最良の‘community’の部分であるこの二人の
伴在さえも詩入にとっての「孤独」に比べて二次的なものでしかないことを物語っているが，そ
れと共に，フランス革命に直接関わり，自身の恋愛事件も経験するといった行動的生活が，彼の
ような本質的に観照的なタイプの詩人から，想像活動の保証としての孤独の場を蕉ってしまって
いたかを逆説的に証明している。この意味で，D．G．　Jamesがこの詩人の精神的危機に関して，
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想像力が彼を捨てたのではなく，彼が想像力を捨てたのである，とするのは正しい。鋤
以上述ぺたところにより，Wordsworthにおいては，重要な体験としての‘vis；on’が孤独な対
象に働きかける想像力を介して，また剛寺に詩人の孤独な状態の申で喚起されること，及びその
意味付けがこれまた孤独の中での想起によってなされることが理解されたことと思う。
　ところでこの二つの段階の中でWordsworthに最も顕著な特徴は，前述したように前者の段
階における懲己及び意識の対象の双方の測における孤独の状態である。既に一部略述したように，
それらの原体験での詩人は初めから一人であるか，途中から一人になるかのどちらかであり，一
方‘vislon’の世界を構成する自然の対象物も燗体としてか，孤立した一群として存在する。しか
しこの双方の側の孤独状態の中でのいわば相互作用の成立は，この原体験の段階では実際上詩入
の側では殆んど無意識に行われており，その場颪が‘vislon’として特燐な意味を帯びるのは後か
らの想起の段階においてなのである。この点でも特に上の二つの‘spot　of　time’は極立った共遜
性を示している。このように「想起」も亦孤独の中に発動することに原体験との関達に次いでの
「孤独」の重要性があるのであり，それは上に引用したW。rdsworthの「孤独への讃歌」とも呼
ぶべき詩行に彼霞身が認めているものでもある。しかし，そもそもこの想起の場として必要な孤
独は何もWordsworthに限ったことはなく，凡そ芸術的劇造行為が必然的に要求するものであ
ることは今更いうに及ばない。その意味でまたこの詩人のいわゆる「内に向う削（inward　eye）
も創造過程のこの段階における意識の集中を表わすものとして彼の独占物とはいい難いものであ
る。従ってWordsworthにおける真の特殊性は，実に原体験の段階においてその‘v1siOn’の構
成要素が孤独の姿で捉えられなければならないという既に指摘した点にあるのである。それでは，
想起によって意味付けられる漂体験の段階で，殆んど無意識的にぜよWordsworthの記憶に
fG　Skの中の孤独な存在力欄せられたのは何故であろうか。前掲のWilleyの指摘にもある通り，’
Wordsworthが「掌宙に独り醸っちに放置され，可視の世界を探究した」のであれば，その孤独
の懲識が霞己の魂の孤影がそこに投影されているとして外部の異象世界の中から孤独な形象を撰
び取っていたのではなかろうかと私は考える。屡々指摘され枇判されるこの詩入の臼己中心主
義（e募otism）ほむしろ唯我主義（solipsiSm）としてその幼年期には詩人自身が後年‘abyss　of
idealism’と呼んだ程の強烈な霞我へ埋没する傾向を示したが，同臨にその感覚的能力も並み外
れて豊かであったことはその作品に毘られる通りである。ここで先ずFθ脚説Notesを，次に
晩年の詩人霞身が人に語ったと伝えられる幼児体験をこの関連に触れるものとして参考にしよう。
　　Iwas　ofte鍛囎able　t◎thiak　of　external　t：hings　as　havlng　external　exis£ence　and茎
　comm囎ed　wlth　a11宅hat　I　saw　as　something韮10t　apart　from，　b就iRherent，　in　my◎w登
immaterial　na撫re．　MaRy　tlmes　whlle　g◎ing　to　school　have　l　grasped　at　a　wall　or毛ree
宅orecall　myse玉f蜘m　t圭lis吻ss　o∫読α伽z　to　the　reality．
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　There　WaS　a　time　i叢11ny　life　WheR　i　had　tO　pUSh　agξ面St　SOmething　that　resisted，　tO
be　SUre　that　there　WaS　anything　OgtSicle　l’lle．王waS　SUre　Of　my　OW臓mlnd；eVerything
else　fell　away，　and　vanished　into　thOught．（圭3）　　　　　　　　　　（イタリックは筆餐）
　Fenzptick　Notesの方で詩入が「観念の奈落」と呼んで指摘しているのは現代の心理学では幼児
的精神の特徴としての外部意識の欠落として説明される。これは合挙げたWordsworthの表現
からも解るように，主観的には外部を自己の延長として感じるという極立った特徴を持っ。
Wordsworthの例は岡時に触覚という最も原初的な感覚によって外部の存在を意識する過程を記
録しているが，他方彼の旺盛な感覚は次第に全諏的に働いて外部をより明確に意識していったに
違いない。しかしその場含，自ら‘abyss’と表現した激しいもう一つの特質である唯我的傾向は
この外部意識の発達との踊連で詩人の内部にどのような作用をひき起したであろうか。私は，こ
のような場合，詩人がその感覚的対象としての外部世界にある孤独な形象を認めた時彼は殆んど
無意識にそこに自己の魂の投影を見ていたのではないかと思う。そうして，それが原体験の段階
で殆んど無意識と解ぜられるところに実は反って詩人の意識の如何に深いところに迄孤独が影を
落としていたかが誕明されていると考えるのである。独孤な魂が外部世界の孤独な形を借りるこ
とにより，いわば対象化された姿で詩人と向い合っているのである。もしそうであるとすれば，
ここにはHartmaaが意識の成長として捉えた自然への意識から自我への意識に至る道筋が示さ
れていることになるのである。（14）従って，Wordsworthの詩の中の璽要な‘vlsion’の世界は常
に詩人の孤独の意識の投影であるという独特の意味での象徴性を持つのである。このことからま
た，彼は自然をそれ自身のためではなく慮己の魂のために描くことが多かったといえるのである
が，逆にそういった自然への依拠なくしては自我の魂に対面してそれを凝視することも不可能で
あるというパラドックスが，実はこの詩入に極めて強い自然の物象への愛着心を説明していよう。
この意味で，孤独の中に生きる彼のいわ喚る「内に，向う削は，最も深く働いている瞬間におけ
るヂ外へ向う目」（outward　eye）でもあるわけである。
　先に見たように，詩人の強烈なエゴへの没入は無気味な暗黒の深みを内面に閉じ込めていたわ
けであるが，F．W．　Ba£eso鷺やK．　Clarkが説くようにそこに妹Dorothyへの道ならぬ愛情が渦
巻いていたかはとにかく，㈹　詩人がその内面の生の焦迫を外部の形象の中に解き放ってそれを
観照の対象となし得たところに彼の一つの自己救済の道があったことは確かであろう。従って，
古い処刑場跡に迷い込んだ6才のWilllam少年も，長梅子に寝そべって湖畔の土手で風に揺ぐ
水仙の群を記憶から取り出している成熟した老詩人も慮分の孤独が世界から霞分を遮っていると
は感じていない。むしろ，逆に，二人はそれぞれの場頑に記録されているように，特定の入や物
と強烈なっながりを感じている。もっとも先にも述べたように，前者の場合その継が実際にはっ
きり葱識化されるのは後の想起を通してであるが。この問題に関して1798年の秋から翌年にかけ
てのWordsworth兄妹のドイツ滞在が思、い出されよう。厳寒に閉じ込めた異郷の田禽町Goslar
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にあって，The　PretudeのBook　1とBook　Hが書かれている。それが詩人の幼少年期という
書かれた時点から最も遠い過去の出来事を中心に辿られることになったわけであるが，ここで重
要なのは，故国から離れまた直援的にはこの異圏の町の共同社会から孤立していたという状況が
反って詩人を内面の凝視へ誘ったということである。意識の対象から距たった時その対象が逆に
鮮かに浮び上るというこの詩人に極めて特徴的な回想と霊感の形式がここに見られるのである。
ここに，霞己以外のものと関係を持つためには物理的心理的に孤独の中にいなけれぽならないと
いうWordsworthのもう一つのパラドックスが成立する。そうして，このような意識の集中が詩
入の全精神力の投入を如何に要求するものであるかは，アルプス越えの淋しい山道に迷った不可
解な心理体験を14年後の詩人の想像力が‘vision’として意味付けする箇所に見られる。
　　　　　　　　　　　王was　lOS宅in　a　cloud，
Halted　wi庸o就我struggle宅o　break　through；
A蓋ld　now　recovering，　t◎my　souH　say－
‘王　rec◎gn呈ze　縫｝y　glorゾ：　in　such　strertgth
Of　usurpation，　in　such　visi£lngs
Of　awful　promlse，　when　the王igh宅of　sense
Goes　out至n　Hashes£ha毛have　shown℃o　us
The　lnvlsible　wor圭d，　dQth　great組ess　make　abode，
There　harbo績rs，　whether　we　be　young　or　old．㈹ （イタリックは筆者）
この嗣奪」と表現される全精神の対象への投入はWordsworthにおいては孤独の状態にあっ
て初めて確保されたのである。
　このようにW◎rdsworthの創造牲はその内部と外部とのこのような特殊な関連の上に成り立
っているのであるが，それではその詩の中では「孤独」は常にそういう樽定的な意味で，つまり，
何等かの形で外部世界と関連を持ちながらその内謹が創造性につながっているとして扱われてい
るか，というと，必ずしもそうではないことに注冒しなければならない。それには既に度々言及
した詩人の青春の日の危機一その期間は像酸1793年から1978年の始めにかけてと推定される一と
の関連でいくつかの作品が問題になろう。
　The　ExcursionのBook　IIに登場する「孤独者」（So1itary）はこの時期の詩人の分身であろ
う。精神的麻痺状態にあるとして描かれるこの人物は，後に成熟し自分の想像力への儒頼を取り
戻すことによって危機を脱したWordsworthのこれまた分身と蹟され得る俳征者（Wanderer）に
対照させられる。また違った角度から当時の詩入の悲劇の本質を語るものとしてThe　BordererS
が挙げられよう。社会的不正義の犠餐として描かれるOswaldは，今度は自分が犯罪者となり，
その間Marmadukeは苦しみの末諦観と僑仰に至り着く。しかしこれらの入物の中でこの隠期の
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W◎rdsw◎rthの内面を最も代表するのはOswalclではあるまいか。理想主義的清熱を燃やして
フランス革命に身をのめり込まさんばかりであった20才過ぎの青年詩人が自分の霞で直接知った
‘the　world’s◎piniOns　and　usages’が，彼という一個の人格の中で，想像力の生命や「知的存
在を高めるためにその姿を人に印象付けるものの観照」とは両立し得ないことを痛感させられた
Wordsworthの苦しみは，　Oswaldの人聞性の歪み，即ち，社会から裏切られた結果道徳的人格
の分裂とそれに続く道徳的観念の全面放棄，さらには鼠分を不当に傷付けた社会に対する一種の
知的憎悪ともいうべき反抗姿勢，それによる市畏生活上のあらゆる義務や絆からの霞由等々によ
って写し出されていると考えられる。このOswaldを初めとしてSolitaryやMarmadukeに見
られるような道徳的堕落はWordsworthの詩ではしばしば自我の揮圧や閉塞乃至は人格の分裂や
鵬壊として描かれているが，それに伴うこれらの人物の置かれた孤独状態は最草や「孤立」と呼ば
れるべきであって，それは精神的活動の不毛を物語る否定的情況としてこれらの作品で扱われて
いるのである。無論後で触れるようにWordsworthのフランス革命体験がその意識を成熟させる
上で大きな役劉りを演じたことは否定できないが，詩人としての創造的能力そのものが生きるの
はあく迄彼によって「自分が自分に応しい時に自分のものである穏かな生活（the　calm　existence
which三s　mkie　when　I　am　worthy　of　myself）と語られる状態即ち「孤独」であり，それはさ
らに後年一属明確に，
W圭｝en　from　our　better　setves　we　have重oo　long
Been　p歌rted　by　the　hurryi鷺g　wor玉d，　and　droop，
S茎ck　of　its　business，　of　its　pleas疑res　tired，
王蓬ow　grac三〇us，　how　benign，玉s　So圭itude；（17） （イタリックは筆者）
と確認される。この‘hurrying　world’の中心には恐らく詩人が青春の日に送った激動するフラン
スでの行動的生活もあったと思われるが，それが若さの情熱からではあったとはいえ，そこでは彼
は場違いな所に身を置いていたといえよう。因みにこの点に関連してより極端な例としてMilton
が挙げられよう。即ちこの先董詩人は清教徒革命で活動した中年期の25年間詩人であることを停
止し，後再び全く異る種類の詩人として蘇生したのである。
　上述したように，Oswaldを初めとする‘outcast’達は多かれ少かれ社会からの孤立によって
精神的拘禁状態にあったが，このことは想像力を人間精神の金体的発動と見なしていたWords－
wortlユにとって頗る深刻な意味を持つのである。即ち，既に明かなように彼は想像力そのもの
の営みを孤独な状態に求めていたが，これは要するに特に彼の場合にはその状態において外の世
界へのつながりを強烈に意識し得たという意味で，意識の限界を持ちながらも，ともかく‘com－
munitゾへの参舶が果されたといえるのである。　しかし，想像力と‘community，との関連にっ
いては実は彼はもっと積極的な見方をしていたのである。
　The　PretudeのBook　IIで，　Wordswor£hは幼年期の想像力について，　C◎leridgeと同じよ
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うに，c18）　それに知識の獲得における心の創造性としての能動的（actlve）機能を認めるが，彼
の場金想像力がその創造行為において孤立して働くのでほなくて，子供が全身的な機能によって
それに参加すること，特にその場合子供の母親や直接周閉にいる人賜からなる共岡社会に対する
子供の反応がそれに参与することを強調する点に特色がある。子供が想像力によって鰯る世界は
彼一人の作業によるのではなく，周霞の入間の協力を必要とする。例えば「幼児のカが弱くて手
折れない一輪の花を傍の誰かが代って取ってやる」ことによって共岡社会の人間が示す事物に対
する能動的な感情の動きを子供は知る。このようにWordsworthは想像力の生育過程における
共岡社会の参舶を璽視し，創造的能力としての想像力を単独の孤立した心の営みとは考えないの
である。他人に対する愛情や儒頼が想像力の活勤に重要であるというのは全く本当である。轍界
を知るための最も根元的な機能である想像カーこれをColeridgeは‘primary　imagination’と
呼び，Wordswor嶽は‘行rst　poetic　spirit◎f　our　humaR　life’と呼ぶのであるが一はあらゆる
面で周閥の入問と接触する子供の全人間的存在の分け難く本質的な部分である。それ故子供には
その共同社会の愛情ある援助，とりわけその母親や身近な人間の感情や行動が璽大であり，それ
故にまた想豫力が入間の全体的生命力に依葎すると嗣時にその港動の統合的頂点の発現であると
いうのがWordsworthの考え方の核心であろう。　The　Pregudeのこの部分で彼が特に強調する
のは，想像力が愛情ある心の交流からのみ養われるということであり，また‘王magination’と題
した終りに近い部分では，　知的愛（intellectual　love）と想像力は別鰯に（dividually）は存在も
活動もできない旨を述べている。
　こうした愛情の中に育てられるという想像能力が人聞性の中で如何に根元的であるかとい点も
Wordsworthの想像力説の中では重要であるが，それは例えばやはりBook　Hで，「赤児の心は
その魂が大地の魂（earthly　sou1）との明瞭な血緑（kindrecl）を要求する蒔，母親の灘から情熱
を吸い上げる」「子供の血管には彼と世界をつなぐ自然の重さと親子の絆（filial　bonci）が注入さ
れる」と表現されている。今，これとの閣連でOswaldを初めとする‘outcast’達がおかれてい
る精神的麻癖状態を考えるならば，それは丁度，自然や人間社会との交わりによって成り立つも
のとして上のように語られる精神の翻造性を失った状態としての孤立を意味することになるであ
ろう。と國蒋にこれは正にWordsworth自身の危機でもあったのは明らかである。
　The　P’retudeの中の二つの‘spot　o髭ime’の体験想起がきっかけとなりWordSWGr£hが危機か
ら脱したことにっいては既に若干触れたが，フランス滞在中の行動的生活がその詩入的能力を一
時的に封じ込めるという否定的影響を残したとわいえ，やがてその時期を脱した彼をゴシック趣
味の感傷的詩人からも脱皮させるという酵定的役割をも演じたのである。即ち自分の理想や希望
とは別の所で流動する人閥社会やその流れの申に立ち現われる諸々の悪や苦しみの現実を否癒な
しに突きつけられ，詩入のそれ迄の唯我的意識はここで極めて激烈な形で外からの揺さ振りに出
食わした結果必然的に憲識の変質拡大を迫られた筈である。その意味では帰国後数年にわたる苦
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しみは金くその代償を衛なかったわけではない。このような意識の変化は例えばGuilt　and　So2’－
1’ozv（　．1　794）に検証されるが，　この変化を経た意識に養われた想像力ほこれ以後，脊春前期のた
だ美しい農然の形象にだけ働きかけるのではなくて，人間社会の悪や苦しみをもその世界の一部
として受け入れ抱擁することに耐える力を持つ迄に変化していたのである。そうしてこのような
想様力が創り鵬す‘visiOil’は依然として外部世界の孤独な存在を申心的な媒介としており，例の
二つの‘spot　e．f　time’の延長線上にありながら，　Wordsworthの想像力が到達した一つの窮極的
‘visiOl／’ともいうべき世界を現出させているのである。例えば，　Resolution　and　indepe7idenceの
「蛭取り老人」との出会いやThe　PregudeのBook　VHにおけるmンドン街頭での「蒲乞食」を
回撃する場面は，既に触れた岡じこの長篇のBook王Vに描かれた月夜の晩の「除隊兵士」との
出会いのバリアントである。便豊上後の二つの場面を引朋すると，先ず「兵士」との場は，
　　　　　　　　　　　　　　　He　was　alone，
Had　no　at£en（lant，　neither　Dog　nor　Stafξ
NOr　kRapSack；in　hlS　very　dreSS　apPeared
Adesolation，　a　simp1三city
That　seemed　al〈in　to　so1董毛u（1e。　Long　time
Did王peruse　hlm　wi重h　a　mingled　sense
αfear　a韮ld　sorrow．　From　hls　llps　meanwhile
There　lssued　murmuring　sou監x蓬s，　as　if　of　pain
Or　of　uReasy　thought；yet　still　his　forin
Kep£　the　same　stea（至沁ess；and　at　his　feet
Hls　sh寂dow　lay，　and　moved　llot＿
　　　　　　　　　　　　＿aRd　whe鍛，　ere　long，
茎　asked　h董s　sもory，　he　呈臓　reply
Was　neither　slow　llor　eager；but，　tl麟oved，
And　with　cR　quiet　unc◎mplaining　voice，
Astately　air　of　mild　indifference，
He　told　in　simPle　、vords　a　soldier’s　£我le．．．
There　was　a　s£range　half－absence，　and　a　tone
Of　weakl曳ess　and　indiffefeltce，　as　of◎職e
Rememberlng　the　lmportance　of　his　then｝e
But　feellng　it　no　longei’．（19）
と描聯され，　「歯乞食」との場は，
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　　　　　　　　　　　　＿’twas　my　cha亘lce
Abruptly之o　be　slnitten　with　the　view
Of　a　bl1茎xd　Beggar，　wねo，　with　uprlgh£face，
Stood，　proPPed　against　a　wall，　upon　his　chest
Wearlng　a　w照en　paper，　to　exPlain
’
rhe　story　of　the　man，　and　who　he　was．
My恥ind　did　a撹hls　spectacle　turn　round
As　wlth　a　rnight　of　waters，　and　it　seemed
To　me　that　in　thls　label　was　a宅ype，
Or　emblem，　of　the　utnユost　that　we　know，
Both　of　our＄elves　and　of　the　universe；
And，　on　the　shape　of宅he　un1：novlng　man，
His負xをd　face　and　sight王ess　eyes，王looked
As　if　admonished　from　another　world．（20）
というふうにこれまた孤独の世界が展開し，そうしてまたこれは「遠くの土地から派遺されft　」
ような「蛭取老入」の場合についても嗣じである。三つの場合とも荒涼とした雰閉気の申に苦しみ
の重荷を負った肉体が不思議な精神性の光中にその肉体性を超えているような孤独者を焦点とし
て‘vlsion’が成り立っている。特に「自分の苦難の物語りの重大さを思い出しながら同時に最早
やそれを感じていない」ようなこの兵士は殆んど完全に「蜜乞食」と「蛭敢り老人」のイメージと重
なっている。確かにいえるのは，このような‘vision’を創り得たこと自体が如何にWordsworth
の想像力が意識の変化を賓効に駆使し得る迄に甦ったかを示しているということであるが，きら
に重大な点は，詩人が痛切に感じていたに違いない入問界の苦しみの極限状態がこのような蓋高
の‘vision’の中に昇華解消されていると考えられることであろう。これは近代詩人の独りぽっ
ちの魂がその直接的休験から想像し得た世界の一つの窮極の相貌を示している。　そうしてこの
‘vislon’が，　Wordsworthに対して何かと撹判的欝辞の多かったKeatsがその短い生涯での現実
体験との梢剋の末，想像力の極限において創り出した長詩均勿万02zの申で，若いApolloが苦
魍の中に提えた‘vlsion’の世界に驚くばかりに酷似しているのは偶然であろうか。
　　　　　　　　　　　　．。。yet　茎　can　re我d
AwonderQus　lessoロ1a　thy　silen之face：
Knowledge　eRorm◎us　makes　a　God　of　me．
Names，　deeds，　grey　legends，　dire　events，　rebel重ions，
MajeStieS，　SOVran　VOiCeS，　agOnieS，
Crea宅1ons　and　des£royi臓gs，　a茎1　at　once
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Pour　into　the　wide　hollows　of　my　brε漁，
And　defy　me，　as　1f　some　blithe　wine
Or　bright　elixir　peerless　王had　dru1｝k，
And　so　become　immorta1．（21）
先のWllleyの説明にもあったように神話が崩れた時代のこの二人の誇人の異った別々の孤独な
歩みはその想像力の最後の展開において一瞬交わったかに見えないであろうか。
　こうした‘vision’によつて証されるような想像力を行使し得るWordsworthの内颪の真実は，
彼が人問世界に避け難い苦しみを底の底迄知り尽したが故に最早やそれを感じていないというこ
とであろう。ここにおいてAPoLeoにおけるKeatsのように，三つの‘vlsion’の三人の孤独者に
Wordsworthの影が鑑り合うのである。この観点から，容易に青春への挽歌と見なされ易い
intimations　Ode（1802？）は慧識のこの段階に至り着く成長過程の痛みの記録であり（22），　その
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●　　　o
数年萌のTintern　Abbey　Linesにおけるように，自然を介して過去の自巴を確かめながら未来を
探っている詩人の孤独な姿がそこに見られるのである。「神話」を持たない孤独者は融らの体験
の歴史によってしか未来を生きることができないのである。
　しかしながら「蛭取り老人」や「盲乞食」の‘vision’の地点からWordsworth晩年のキリス
ト教（Angllcan　Church）への帰依への道程はもういくらも残されていないと見ることは可能で
あろうし，また確かに彼を詩人として価値あらしめているのは18世紀後半の精神状況が彼に課し
た独り旅（voyaging　througlt　strange　seas◎f　thought，　alone）の靭L跡であろう。しかしその孤
独な魂が蕊接自分の手で欄み取った体験を上のような‘visiOR’として語る隣，たとえその真実が
最終的に伝統的儒仰の説くところに異現しているのを発見したと恩う満足感がWordsworthに
見られるとしても，体験からの苦悩の実感に裏打ちされた詩入の魂は，彼をむき出しのドグマに
歓喜させるに，は余りにも謙虚になっていたに違いない。
　ともあれ，Wordswor出の想像力が捉え得た最高の‘vision’の中にこれら三つの場合を数え，
それらがThe　Pretudeの‘spot　of　time’というこの詩人に最も重要な意味を持つ体験の延長線
上にある発展と認められる限りにおいて，W◎rdsworthの想像力は「神正（義）謝（theodicy）
的な意味において詩人を伝統的儒仰に接近させた形で芸術的結実を遂げたのであり，その意味で
は，彼は個有の立場からこの伝統に精神的‘community’を見出したのであるといえよう。しか
しそれにもかかわらず，そこに至り着く迄の孤独な魂の歩みは正しく近代的霞我意識の発露に違
いなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
The　Prelttdeは」．C．　Maxwell編のparal1el　text（Penguin　Books　1971年版）による。1805版と1850版
の区男ljは必要により明記。
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